
 

一
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A
E

 
 

A

 
 

 
 

A

  

二
、 

 
 

A

 
 

 
 

A

 
 

 

う
と
お
り E

）A

い 

ま
れ
ば E

ぎ
） 

だ
ろ
う E

）A

を 

E
A

よ 

「

大
黒

（
だ
い
こ
く
） 

様
（
さ
ま
）

」 

 

石
原
和
三
郎 

作
詞
・
田
村
虎
蔵 

作
曲  

『
尋
常
小
学
唱
歌 

第
二
学
年 

中
』 

 

明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
年
） 

 

漢
字
を
多
く
し
て
み
ま
し
た
。 

大
（お
お
）

き
な

袋

（ふ
く
ろ
）

を 

肩
（
か
た
）

に

掛（
か
）

け 

（
だ
い
こ
く
）

大

黒

様
（さ
ま
）

が 

来（
き

掛か
）

か
る
と 

こ
こ
に

因
幡

（
い
な
ば
）

の 

白
（
し
ろ
）

兎
（
う
さ
ぎ
） 

皮
（
か
わ
）

を
剥（

む
）

か
れ
て 

赤

裸

（
あ
か
）
（
は
だ
か
） 

大

黒

（
だ
い
こ
く
）

様
（さ
ま
）

は 

哀
（
あ
わ
）

れ
が
り 

「
綺
麗

（
き
れ
い
）

な

水
（
み
ず
）

に 

身（
み
）

を

洗
（
あ
ら
）

い 

（
が
ま
）

蒲

の

穂
綿

（
ほ
わ
た
）

に 

包
（
く
る
）

ま
れ
」
と 

よ
く
よ
く

教
（お
し
）

え
て 

や
り
ま
し
た 

三
、 

 
 

大

黒

（
だ
い
こ
く
）

様
（さ
ま
）

の 

言（
い
）

 
 

綺
麗

（
き
れ
い
）

な

水
（
み
ず
）

に 

身（
み
）

を

洗
（
あ
ら

 
 

蒲
（
が
ま
）

の

穂
綿

（
ほ
わ
た
）

に 

包
（
く
る
）

 
 

兎
（
う
さ
ぎ
）

は

元
（
も
と
）

の 
白

（
し
ろ
）

兎
（
う
さ

  

四
、 

 
 

大

黒

（
だ
い
こ
く
）

様
（さ
ま
）

は 

誰
（
た
れ
）

 
 

大

国

主

（お
お
く
に
ぬ
し
）

の 

尊
（
み
こ
と
）

と
て 

 
 

国
（
く
に
）

を

開
（
ひ
ら
）

き
て 

世（
よ
）

の

人
（
ひ
と

 
 

助
（
た
す
）

け
な
さ
れ
た 

神

様

（
か
み
）
（
さ
ま
）


